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テイタの意味に関する一考察 ─ 小説の用例を中心に
A Study on the Meaning of ‘teita’: Focusing on Examples from Novels
王　守利
WANG Shouli
要旨　日本語教育の現場では、テイタについて、過去における動作の進行と過去における
結果の残存という二つの意味を教えることが多い。小説の中でテイタがどのような意味で
用いられるのかは、まだ十分に考察されていないようである。
　本稿ではまず先行研究を踏まえた上でテイタの意味を整理し、「過去における動作の持
続」「過去における変化の結果の持続」「反復」「過去パーフェクト」「状態の持続」「単な
る心理状態」「反実仮想」「発見」「想起」など９類に分ける。さらに、『あした来る人』と
いう小説を調査対象とし、テイタのアスペクト的な意味（つまり、「動作の持続」「変化の
結果の持続」「反復」「パーフェクト」「状態の持続」「単なる心理状態」など６種類）を中
心に考察する。考察の結果として、「動作の進行」（本稿では、「動作の持続」という）と
「結果の残存」（本稿では「変化の結果の持続」という）というテイタの主な二つのアスペ
クト的意味より、「状態の持続」「パーフェクト」のアスペクト的意味もよく使われている
ことがわかった。またテイタを分析する際には、文脈が重要であることを指摘する。
1　はじめに
　テイタの基本的な意味については、過去における動作の持続と過去における結果の残存
と教えられることが多い。しかしながら実際の小説を読むと、学習者には理解できないテ
イタの意味が数多く見られる。本稿はテイタがアスペクト的意味を中心として、どのよう
な意味でよく用いられるのか、小説を通じて考察してみたい。
　まず、第 2 節では先行研究を踏まえてテイタの意味を整理する。次に、テイタのアスペ
クト的意味を中心に、第 3 節では小説の用例を通じて文末のテイタがどのように使われる
のかを見ていく。
2　テイタの意味
2.1　基本的なテンス・アスペクト的意味
　現代日本語のテンス・アスペクトに関する研究については、金田一春彦（1976）、奥田
靖雄（1977）、高橋太郎（2003）、工藤真由美（1995）などが挙げられる。基本的アスペク
ト・テンスの体系は以下のようになる。
表 1 　基本的アスペクト・テンス体系
アスペクト
完成相 継続相
テンス
非過去 スル シテイル
過去 シタ シテイタ
（工藤真由美（1995：36）から抜粋）
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　表 1 に示されるように、テイタは基本的に継続相のテイルの過去と位置づけられてい
る。まず、高橋太郎他（2005：82−91）をもとに、テイタのテンス・アスペクト的意味を
概観してみる。
　①　過去における動作の持続
　（1）太郎は、さっき運動場を走っていた。 （高橋太郎他（2005：81））
　太郎が走るという動作が過去に進行していることを表す。つまり、動作がある一定期間
持続することを示している。「走る」は動作動詞で、ただ単に動作を行うことを表してい
るので、動作後、主体の状態がどうなるかには無関心である。
　②　過去における変化の結果の持続
　（2）雨戸がしまっていた。 （高橋太郎他（2005：81））
　雨戸が閉まるという事態は既に起こっていて、今眼前にあるのは閉まった雨戸である。
すなわち、しまった結果の状態が現在まで持続しているという意味である。ここにおいて
「閉まる」は主体（「雨戸」）に状態変化が生じて、その変化の結果が残ることを表す変化
動詞である。三原健一（1997）は「結果動詞」とも言う。
　③　過去の繰り返し過程の中にあるすがた
　（3）1950年ごろ、 5 メートル望遠鏡による新しい観測事実が次々と現れていた。
 （高橋太郎他（2005：88））
　これは、一つ一つの運動は局面に分解せず、それらを合わせて＜そういう運動を繰り
返すという状態を続ける＞という過程の中にあることを表している（高橋太郎他（2005：
88））。「反復」や「繰り返し」の意味とも言える。
　④　パーフェクトの用法その一：ある局面の完成後に次の局面の中にあるすがた
　（4）ずいぶん急いだのだが、会場についたのは 5 時であった。研究会が閉じていた。雑
談が始まっていた。 （高橋太郎他（2005：88））
　ここでは、「閉じる」（または「始まる」）という変化の局面が基準時間（会場についた
5 時）よりまえに完成したことと、基準時間においてその結果の局面のなかにあることと
が、合わせて表されている（高橋太郎他（2005：89））。
　⑤　パーフェクトの用法その二：以前の動作や出来事を経歴・記録として表すすがた
　（5）ゆみえは、 3 年前の 5 月13日に 1 度離婚していた。 （高橋太郎他（2005：88））
　この意味は、以前にそういう事実があったことと、その後そのことが特徴になっている
ことの、二つの時間のことが述べられている（高橋太郎他（2005：90））。つまり、基準時
点より過去の事態が何らかの効果を基準時点（過去）まで維持しているという意味を表
す。④と⑤は一つにまとめて、「過去パーフェクト」の意味とも言う 1 ）。 
　そして、①の過去動作の持続、②の過去変化の結果の持続は一定の動詞を要求するもの
1 ）　工藤真由美（1995：97−98）は、以下の例を用いて、未来パーフェクト、現在パーフェクト、過去
パーフェクトを説明している。
＜未来パーフェクト＞　
　（ 1 ）あなたが家庭をもつ頃には、私はもうとっくに死んでいるわよ。
＜現在パーフェクト＞
　（ 2 ）私の父は、癌で、もう死んでいます。
＜過去パーフェクト＞
　（ 3 ）私が帰郷した時には、父は既に３時間前に死んでいた。
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であるのに対し、③の反復、④と⑤の過去パーフェクトの意味は、動詞のタイプを選ばな
い。
　このように、テイタのテンス・アスペクト意味は「過去における動作の持続」、「過去に
おける変化の結果の持続」、「反復」、「過去パーフェクト」に分けることができる。
2.2　他のテイタの意味
2.2.1　状態の持続
2.2.1.1　状態持続の提唱について
　三原健一（1997：112−115）では、テイルの中核的意味は、「持続」という抽象化され
た名称によって位置づけられている。具体的に言うと、「動作持続」、「結果持続」、「状態
持続」、「効力持続」の四種類に分けられている。テイタのアスペクト的意味に照らし合わ
せると、「動作持続」は上述の①の意味に、「結果持続」は上述の②の意味に、「効力持続」
は上述の④と⑤の意味にそれぞれ相当している。三原は③の「反復」の意味に関して、結
果動詞であるのに「動作持続」的な意味を持つ、と述べている。例えば、
　（6）父は最近、健康のため朝 5 時には起きている。 （三原健一（1997：114））
　（7）アメリカでは毎年大勢の子供が栄養失調で死んでいる。 （三原健一（1997：114））
「最近」のような習慣性を示す副詞や、「大勢の子供」のような複数主語の介在により、結
果持続が動作持続に転化したものであると解釈し、動作持続の特殊例として扱われた（三
原健一（1997：114）。
　このように、三原健一（1997）は上に述べたテイタの③の意味を「動作持続」の意味に
入れたわけである。
　ここで取り上げなければならないのは「状態持続」という意味である。「結果持続」で
もなく、「動作持続」とも言いにくく、いずれもある状態が持続していることを表してい
るという意味である。次の例を見られたい。
　（8） 太郎が結婚問題で悩んでいる。 （三原健一（1997：115））
　（9） 花子が大家を恨んでいる。 （三原健一（1997：115））
　（10）僕は以前からそう思っている。 （三原健一（1997：115））
　（11）太郎は就職のことを考えている。 （三原健一（1997：115））
　（12）私は生まれてからずっと大阪に住んでいる。 （三原健一（1997：115））
　（13）もう長い間ステーキを食べていない。 （三原健一（1997：115））
　つまり、心理動詞（（8）、（9））や認識動詞（（10）、（11））、テイル形になり得る状態動
詞（（12））、あるいは、動作動詞が「テイナイ」という形で否定形になることにより状態
化した（（13））などといった動詞がこの類型を構成している、と述べている。ここでは、
「住む」を状態動詞とするのは微妙な点もあるが、「暮らす」とは異なり、場所を静的な
「ニ」で表示するので、一応入れておく（三原健一（1997：114））。
　動詞の否定についてはここでは論じないが、テイルには「状態持続」の意味が存在する
ことが明らかになった。テイルの意味をあげる際、金田一春彦（1976）の動詞分類を考慮
に入れなければならない。
　金田一春彦（1976）はテイル形式の可否、およびテイルが持つ意味を中心に動詞を分類
しようとするものである。（14）は、金田一春彦（1976）の 4 分類として知られている。
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　（14）第 1 種　状態動詞：ある、要る、居る、見える（テイル形をとらない）
　　　  第 2 種　継続動詞：わらう、よむ、うたう（テイル形が進行を表す）
　　　  第 3 種　瞬間動詞：死ぬ、みつかる、消える（テイル形が結果残存を表す）
　　　  　　第 4 種の動詞：聳えている、優れている（常時、テイル形で現れる）
  テイルのアスペクト的意味から見れば、継続動詞が動作の進行を表し、瞬間動詞が結果
の残存を表すことは上に述べた2.1の①と②の意味によく似ている。ここでいう「状態動
詞」はテイル形を取らないものであり、三原健一（1997）が挙げている「住む」のように
常に状態を表しているという「状態動詞」は違っている。「住む」という動詞は第 4 種の
動詞ではなく、継続動詞でありながら、「ニ」によって「状態持続」の意味に変わってし
まうのである。
　本稿では「状態持続」がテイタの意味に示唆を与えるものであるとする。このような意
味をここでは、「状態の持続」と名づける。「状態の持続」はさらに次のように分類でき
る。
2.2.1.2　「状態の持続」の分類
　「状態の持続」はさらに、一時的状態を表す「顔を赤くしていた」類、恒常的状態を表
す「そびえ立っていた」類、状態維持の意味を表す「住む」「悩む」類及び、「思う」「考
える」など単なる心理状態の意を表す類に分けることができる。
2.2.1.2.1　「顔を赤くしていた」類
　次の例を見られたい。
　（15）食事は二時間程で終った｡曾根はちょうしを二本あけて､少し顔を赤くしていた｡
（『あした来る人』）
　（16）杏子は手紙を読み終ると､それを持ったまま暫く少し表情を固くしていた｡
（『あした来る人』）
　例（15）は基準時間が過去で、単なる状態を表している。ここで「単なる状態」はさら
に一時的状態と恒常的状態に分けられる。
　吉川武時（1976：183）は一時的状態と恒常的状態について次のように述べている。「結
果の状態（注：本稿では「変化の結果の持続」と呼ぶ）は一時的状態である。単なる状態
は一時的状態の場合、恒常的な状態の場合がある。例えば、「なきそうな顔をしていた」、
「いかめしい顔をしていた」は共に単なる状態を表すが、前者は一時的、後者は恒常的で
ある。前者は「なきそうな顔になっていた」と結果の状態として言い換えられるが、後者
は「いかめしい顔になっていた」とは言い変えられない。」後者の場合は、もっとわかり
やすい例を挙げれば、「丸い顔をしていた」などがある。
　例（15）の場合は、曽根がちょうしをあけたことが原因で、顔が一時的に赤くなったと
いうわけであるが、一方、「丸い顔をしていた」にすると、人の顔が丸くなったり、丸く
なかったりすることがなく、顔が常にそのような丸い形をしているので、恒常的な状態を
指している。
　本稿ではこれをもとに「単なる状態」を、一時的状態を表す「顔を赤くしていた」類と
恒常的状態を表す「そびえ立っていた」類に分けている。
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2.2.1.2.2　「そびえ立っていた」類
　（17）寝台の上はわら布団をむき出しにして、寒々としていた。
 （高橋太郎他（2005：90））
　（18）杏子は言われるままに､店から戸外へ出て､家の横手の路地を通って､背戸の方へ
回った｡先刻電車の車窓から見えた山頂に雪の線条を持つ山脈が､幾つかの峰を天に突き
立てて､大きいボリュームでそびえ立っていた｡ （『あした来る人』）
　（19）その子の喜助もまた父親に似て、そっくりの容貌をしていた。 （『越前竹人形』）
　このような文は基準時点である過去において、ものにコンスタントに備わっている特性
を表現していると考えられる。意味としては恒常的な状態と言える。
2.2.1.2.3　「坐る」「立つ」類
　（20）と言って立ち上がると､勘定場の方へ行った｡その間､杏子は勘定をすませて梶が
戻って来るまで動かないで､同じ席に坐っていた｡ （『あした来る人』）
　（21）翌日､克平が出勤したあとで､八千代は長いこと縁側に坐っていた｡昨夜克平と言
い争ってから､ほとんど彼とは口らしい口はきいていなかった｡ （『あした来る人』）
　（20）はもともと「坐っている」状態なので、そして、「動かないで、同じ席に坐ってい
た」というのは「坐っている」状態をずっと維持していて、「座っている」状態の持続と
理解できよう。また、（21）も「坐る」への状態の変化が見られない一方、「坐る」自体が
「動作」ともいえない。この場合の「坐る」は状態の持続の意味を表していると考えられ
る。
　また、「立つ」も同様である。次の例を見られたい。
　（22）梶大助が自動車で立ち去ると、杏子はそれを見送ったまま暫く路上に立っていた。
 （『あした来る人』）
　（23）こんどは､はっきりと克平の声であることが判った｡杏子は､すぐには出て行けな
い気持で､部屋に立っていた｡ （『あした来る人』）
　以上の例では「立つ」には動作の意味が見られず、ただ「立っている」状態を維持する
ものと考えられる。
2.2.1.2.4　「住む」「悩む」類
　三原健一（1997）は「住んでいる」は「状態持続」の意味があると指摘しているが、
「住む」が「住んでいた」になると、「過去の状態持続」と、「過去パーフェクト」との二
つの意味が読み取れると思われる。次の例を見られたい。
　（24）両親はずうっと前からパリのマルゼルブ街のアパルトマンに住んでいました。今
でもそのアパルトマンに住んでいます。
 （『愛と同じくらい孤独』フランソワーズ・サガン著、朝吹由紀子訳）
　ここでは、「住んでいる」は今現在持続している状態を述べているのに対し、「住んでい
た」は二つの意味が読み取れるだろう。一つは、「住む」という事態が長い時間、過去に
持続していたという意味である。もう一つはテイタの⑤の意味に相当し、以前に行った動
作や以前に起こった出来事（つまり、「両親はパリマルゼルブ街のアパルトマンに住んだ
こと」）が経歴や記録としてあとまで残っていることを意味している。微妙ではあるが、
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これはテイタの意味がテイルとは違っている点ではないかと思われる。
　このほか、「悩む」も同様の性質を持っている。
　（25）前まで大人ニキビに悩んでいました。脂っこい物を食べると翌日には口の周りに
ポツリ。それで、自宅での料理にはサラダ油等は使わずに、 すべてオリーブオイルを使っ
たところ、大人ニキビがまったくできなくなりました。
（http://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q1336602513　12月17日検索）
　「悩む」の状態は過去の長い時間に持続していた意味が読み取れる一方、（25）の「大人
ニキビに悩んだことがある」といった経歴がある、という意味も読み取ることができる。
　さらに、「住む」のほか、「営む」、「過ごす」などが挙げられる。また、「悩む」のほか
には、「苦しむ」「後悔する」なども挙げられる。この意味に属する動詞の数は少ないかも
しれないが、テイタの意味上の特殊性も無視できないと思われる。
　続いて、「思う」「考える」などの動詞を見ていきたい。
2.2.2　単なる心理状態
　「思う」「考える」などの動詞については、「悩む」「恨む」などとは性質が違うと思われ
る。三原健一（1997）は「悩む」「恨む」は心理動詞で、「思う」「考える」は認識動詞と
している。そこで、まず動詞の語彙的意味を見てみよう。
　「アスペクトは、動詞の語彙的意味と直接的に相関している。従って、動詞分類が重要
な意味を持つ。」（工藤真由美（1995：44））
　工藤真由美（1995）は奥田靖雄（1977）の見解に従って、精密に動詞を分類したもので
ある。工藤真由美（1995：73−78）はアスペクト対立の有無の観点から大きく外的運動動
詞、内的情態動詞、静態動詞の 3 種類に分けている。さらにアスペクト対立の状況と動詞
の語彙的意味の分類を合わせて表にすると、以下のようになる。
表 2　動詞の分類（工藤真由美（1995：45、73−78）から整理したもの）
A　外的運動動詞 A 1　主体動作・客体変化動詞＜内的限界動詞＞
（アスペクト対立　有） A 2　主体変化動詞＜内的限界動詞＞
A 3　主体動作動詞＜非内的限界動詞＞
B　内的情態動詞 B 1　思考動詞
（アスペクト対立の部分的変容） B 2　感情動詞
B 3　知覚動詞
B 4　感覚動詞
C　静態動詞 C 1　存在動詞
（アスペクト対立　無） C 2　空間的配置動詞
C 3　関係動詞
C 4　特性動詞
　三原健一（1997）が述べている心理動詞「悩む」「恨む」は内的情態動詞のB 2 感情動
詞に、認識動詞は内的情態動詞のB 1 思考動詞にそれぞれ相当している。
　これに関して、工藤真由美（1995：94）は「内的情態動詞は、アスペクト対立のある外
的運動動詞と、アスペクト対立のない静態動詞の中間的なものである」と指摘している。
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また「内的活動・状態であるがゆえに、直接把握できるのは話し手のみである。このよう
な特徴のために、人称性・ムード性の違いが絡み合って来て、スル−シテイルが、＜完成
性＞か＜継続性＞かの典型的アスペクト対立を形成しないと思われる。」と述べている。
（工藤真由美（1995：92））
　国立国語研究所（1985：64）は「「思う」「考える」などは、テンスのうえでも特殊であ
るが、アスペクトのうえでも特殊である。」としている。
　高橋太郎（2003：91）は「思う」「感じる」「信じる」「気になる」などの動詞が表す内
容は、心の動きだという。内的ではあるが、運動的要素を持っており、またその運動が終
わったあとの主体の状態に無関心であるので、動作動詞であるといえる、と述べている。
ところが、「これらの動詞はアスペクト的な性格を失っている」とも指摘している。
　まとめてみると、心理動詞や思考動詞などは心の動きを表すという点で動作動詞と言え
る。多くの先行研究に示されたように、このような動詞は典型的なアスペクトを形成しな
いと見なされている。一方、三原健一（1997）はこれらの動詞にテイルが後接する場合、
「状態持続」として一種のアスペクト的意味を認めている。
　たとえば、
　（26）喜助は、竹細工をしながら、昼も夜も玉枝のことばかり考えた。 （『越前竹人形』）
　（27）時雄は机の上に一通の封書を展いて、深くそのことを考えていた。 （『蒲団』）
　（28）なんという憎らしいことをいう夫だろうと、八千代は思った。 （『あした来る人』）
　（29）口ではそんな風に言ったが、しかし、八千代はこれで助かったと思っていた。
 （『あした来る人』）
　以上の例から見れば、「考えた」と「考えていた」、「思った」と「思っていた」は典型
的なアスペクト対立が見られないといえる。また、本稿の立場として、「思う」と「思っ
ている」、「思った」と「思っていた」のようなスル−シテイル、シタ−シテイタは、＜完
成性＞か＜継続性＞かの典型的アスペクト対立を形成しないという主張を支持している
が、その一方で、各々のアスペクト的意味がないということではないと思われる。テイ
ル、テイタだけの意味に注目すると、これらの動詞にテイルが後接する場合、三原健一
（1997）が統一的に「状態持続」のアスペクト的意味と見なしても理屈に合っているとい
える。一方、本稿ではこれらの動詞にテイタが後接する場合は、また意味が分化している
と考える。前述にて分析してきたように、「悩む」「恨む」などは感情動詞として、テイタ
がつくと、状態の持続と一種の経歴、経験としてあとまで残る「過去パーフェクト」の意
味の両方が読み取れる一方、「思う」「考える」は「過去パーフェクト」の意味を読み取る
ことができないので、ここでは、心理活動を述べる「単なる心理状態」と見ていきたい。
　続いて、許夏珮（2005）における「状態の変化の結果」の意味を表すテイタを検討して
みたい。
2.2.3　状態の変化の結果
　たとえば、以下の例を見られたい。
　（30）きのう多摩川に遊びに行った。忘れ物をしたので、一度家に帰り、また多摩川へ
戻ってみると川の水位が上がっていた。 （許夏珮（2005：104））
　（31）三年ぶりに姉の子供に会ったら、見違えるほど大きくなっていた。
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 （許夏珮（2005：112））
　以上の二つの例について、許夏珮（2005）は「状態の変化の結果」と見なしている。許
夏珮（2005）は変化後の状態を示すテイタが、「結果の状態」（注：本稿では、テイタの
「過去における変化の結果の持続」という）と「状態の変化の結果」に分けている。その
理由としては、「それは、「消える」「始まる」のような動詞と「上がる」「大きくなる」の
ような動詞が、絶対的な限界か相対的な限界を示すかで異なるためである。絶対的な限界
を示す「消える」「始まる」などは限界に到達すれば、それ以上状態は変化しない。それ
に対し、相対的限界を示す「上がる」「大きくなる」などは、その都度限界が存在してお
り、その限界は更なる限界に比べれば相当的なものに過ぎない。」（許夏珮（2005：104））
と説明されている。ここにテイルとテイタの一つの区別が見られる。つまり、テイルの場
合は、絶対的な限界動詞（例：電気が消えている）でも、相対的限界動詞（例：温度が38
度まで上がっている）でも、同様に「結果の状態」として扱っているのである（許夏珮
（2005））。
　本稿の立場としては、（31）の「大きくなっていた」については、「大きくなった」の状
態の変化の結果が残っているのが「大きくなっていた」になると理解できるが、詳しく述
べれば、「状態の変化の結果の状態」と理解しても差支えがないようである。すなわち、
「なる」という動詞は「状態の変化」の意味が含まれていて、「なった」になると、「状態
の変化の結果」と言える。さらに、「なっていた」になると、「状態の変化の結果の状態」
と理解できるわけである。このように、（31）のような状態の変化を表す「なる」の後に
テイタがつくと、この上に述べたようなテイタの②の意味にも属するといえよう。一方、
（30）についても、本稿ではテイタの②の意味であると認める。
　以上のほか、テイタには「反実仮想」、「発見」、「想起」などのムード的な意味もある。
2.2.4　反実仮想
　庵功雄他（2001：76）では、「反事実」という用語が用いられる。庵功雄他（2001：88）
は、反事実に関して次のように定義している。
　反事実は事実と反対の仮定（X）をしてXが実現していればYという事態が生じたと述
べるものであるが、結局Yが実現しなかったことを述べることになる。
　たとえば、
　（32）あの時彼が助けてくれなかったらぼくは死んでいた。 庵功雄他（2001：87）
「あの時彼が助けてくれない」（X）ということが起こっていたら、「僕が死ぬ」（Y）とい
うことになったと述べているが、実際は彼は助けてくれたので僕は死ななかったと述べる
表現になる（庵功雄他（2001：88））。
2.2.5　発見
　たとえば、
　（33）（探していた本がカバンの中にある（入っている）のを見つけて）
　　　あ、ここにあった。（入ってた。） 町田健（2002：129）
のような場合である。
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2.2.6　想起（おもいだし）
　たとえば、
　（34）きみはたしか舶来の万年筆を持っていたね。 鈴木重幸（1976：94）
のような場合である。
2.3　まとめ
　このように、先行研究ではテイタの意味を「過去における状態の持続」、「単なる心理状
態」、「状態の変化の結果」、「反実仮想」、［発見」、「想起」などに分けることができるが、
「状態の変化の結果」を分析した結果、本稿の立場では上に述べたテイタの②の意味に入
れることにした。また、その中の「状態の持続」の意味に関しては、さらに一時的状態を
表す「顔を赤くしていた」類、恒常的状態を表す「そびえ立っていた」類、状態維持の意
味を表す「住む」「悩む」類及び、「思う」「考える」など単なる心理状態の意を表す類に
分けることができる。　
2.4　テイタのアスペクト的意味
　テイタの意味はテンス、アスペクト、ムードと絡み合っている。しかし、本稿ではテイ
タのテンス的意味とムード的意味を扱わないことにする。
　まず、テンスについて、春木仁孝（2001:11）は「フランス語に限らず、言語の時制の
用法を理解するには、当該言語のテンス・アスペクトをシステムとして把握するだけで
は、現実のテキストにおいてどうしてある時制が用いられているのかを理解するのは難し
い。」と述べ、その原因について、「現実のテキストにおいては、時制は様々な要因によっ
て決まる。2 ）」と指摘している。この見方に従えば、小説のテンスはとても複雑であるた
め、今後の研究課題としたい。
　また、「反実仮想」、「発見」や「想起」などのムード的意味に関しては、主に談話や会
話文（はなしあい）によく出てくるものだが、今回調査対象となった小説『あした来る
人』の中には（会話文の例を含め）、このような意味を用いた例文がないため、本稿では
扱わないことにする。
　テイタのアスペクト的意味を整理してみると、「動作の持続」「変化の結果の持続」「反
復」「パーフェクト」「状態の持続」「単なる心理状態」など六種類に分けることができる。
しかし、実際にはテイタのアスペクト的意味がどのように用いられるのか、先行研究には
まだ十分に考察されていない。
　そこで、本稿は文末におけるテイタのアスペクト的意味の実際の使用率を見るために中
日対訳コーパスを使用して『あした来る人』という小説を中心に調査してみた。
2 ）　「様々な要因」について、春木仁孝（2001:11）は次のように述べている。
　「複数の登場人物間や、登場人物と作者の間での視点の移動、あるいはそれらの視点と一般的な視点の
間、そしてまさに時間軸上での視点の移動というように絶え間なく変化する視点、いわゆるトピックに
当るものについての発話なのか、周辺的な事柄についての発話なのか、前景的な出来事か後景的な出来
事か、物語の進行を表すのか説明を述べているのか（これらは互いに密接に関連しあっているが、事態
の間に因果関係があるかどうか、事態が全体的（グローパル）に捉えられているのか、構成的に捉えら
れているのか、など挙げていけば切りがない。」
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3　小説に出現するテイタの意味の調査
3.1　調査対象
　本稿は井上靖の小説『あした来る人』を対象として、文末にあるテイタを中心に調査す
る。文末にあるテイタとは、「テイタ。」の形式を主に調査対象とするもので、終助詞「よ、
ね、よね、わ、わね、な、か、かな」を含めた例文も調査対象に含めた。ただし、以下の
例文は除く。（波線は意味に影響を与える文脈要素を示す）
　たとえば、
　（35）克平がもしそのまま何年も帰って来なかったら−そう思っただけで悲しさがあふ
れて来ていたのだ｡ （『あした来る人』）
　（36）世の中には､こうしたことはざらにあるが､しかし､大貫夫妻の間に限って､かかる
ことはあり得ないと思っていたのだった｡ （『あした来る人』）
のように、文末にノダがついたものは対象外とした。
加えて、たとえば、
　（37）曾根二郎は汗だくになって西銀座の通りを歩いていた｡ふいてもふいても､汗は顔
からも､首すじからも吹き出していた。 （『あした来る人』）
　（38）杏子は真直ぐに顔を上げて歩いていた｡何人かの通行人が､背後から彼女を追い越
して駆けて行った｡それもそのはずである｡いつか雨が降り始めていた｡ （『あした来る人』）
のような複合動詞の場合は、前項動詞と後項動詞との意味が絡み合っているので、今回は
扱わないことにした。
また、
　（39）「ああ、あの時ですか、あの時は酒がはいっていました。もっとも、こんども酒が
はいっていましたがね」 （『あした来る人』）
「がね」は接続助詞「が」に終助詞「ね」に後続したものと理解しているので、終助詞と
して認めないこととし、今回は扱わないことにした。
　分析の対象として用いられる例文は全て北京日本語学研究センター『中日対訳コーパ
ス』（2003　第一版）の日本語の文学作品である『あした来る人』からのものである。（注
をつけない限り、以下の例文は『あした来る人』からのものである。）
3.2　調査方法
　「ていた」「でいた」「でた」「てた」「ていました」「でいました」「てました」「でまし
た」の 8 つを検索し、「（よ）うとしていた」「ていたら」「ていただ（く）」などを除いて
チェックする。結果として、条件に符合しているものは合計で288例である。表 3 に数字
で示す。
表 3　テイタの各形式の語例数
ていた でいた てた でた でいました ていました てました でました
語例 258 15 1 0 0 13 1 0
　例文を見ると判断に迷うところも多いが、この調査を通してテイタの意味が小説の中で
どのように用いられているのか、その意味の使用率から一定の傾向が見られるのではない
かと思われる。この288例を一つ一つチェックし、以下の意味がわかった。以下の例文の
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出処は全て『あした来る人』からのものである。具体的な例文を見られたい。
3.3　小説に出ているテイタの意味
3.3.1　動作の持続
　（40）自動車は京浜国道を走っていた。窓から入ってくる風は冷かった。
　（41）杏子は真直ぐに顔を上げて歩いていた｡何人かの通行人が､背後から彼女を追い越
して駆けて行った｡
3.3.2　変化の結果の持続
　（42）｢その男が､つい先刻まで来ていた。｣
　（43）女たちにアルさんは信用なかった｡彼は酔っていた。
3.3.3　反復
　（44）八千代が背後からのぞき込んでみると､彼はホテルの便箋に沢山の人名を書きつ
らねて､それに番号をつけたり消したりしていた｡八千代には父が何をしているかすぐ
判った。
3.3.4　パーフェクト
　（45）曾根はぎっしり詰って重そうなリュックを､右肩を少し上げて背負い､車の動揺に
時々身体をふらつかせながら､幾つもの車輌を通り抜けて行った｡食堂車には客が八分通
り詰っていた｡曾根は入口でゆっくりと内部を見渡した｡
　（46）二人は山小屋を出た｡夜になっていた。克平は行きつけの新橋の小さい酒場へ曾
根を案内した｡
　しかし、パーフェクトが曖昧なものもある。動詞「言う」がそうである。
　（47）｢春､一度上京したいと言っていた。｣
　（48）｢それで､曾根さんは､今日､お父さまのところへお礼にいらっしゃると言っていま
した。｣
　（49）｢言った！？何と言ってた？ ｣
　許夏珮（2005）では、「言っていた」が使用されるのは、発見的な意味を含むムード的
な要素が関わっているからではないかと考えられている。このような例文は「言ったこと
がある、それから言ったことを記憶から取り出して改めて取り上げる」という「記録」の
意味で使われていて、「パーフェクト」と理解できるのではないかと思われる。
3.3.5　状態の持続
　（50）八千代は､このごろ夫の克平の帰宅が遅くなっていることに気付いていた｡今まで
帰宅の遅い時は大抵酒気を帯びていた｡
　（51）言われて曾根はまた席についた｡顔が青ざめていた｡そしてその青ざめた顔から､
やたらに汗がふき出していた｡
　（52）杏子は息を詰めて､じっと立っていた｡彼女がむかい合って立っているのは克平で
はなかった｡
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　（53）杏子は山を見上げた｡山麓のここからは､鹿島槍の山容は望むことができなかった。
夕方から気温が下がって寒くなったので､杏子はずっと囲炉裏端に坐っていた｡
3.3.6　単なる心理状態
　（54）母も､姉も､杏子などの知らないところに女としてのよろこびを持っているかも知
れなかったが､しかし杏子は自分だけの生き方をしてみようと思っていた｡
　（55）八千代は言った｡しかし､曾根はこの時少し別なことを考えていた｡
3.4　テイタの各意味の使用率
　まず、テイタの 6 種類の意味を①〜⑥まで番号をつける。①「動作の持続」②「変化の
結果の持続」③「反復」④「パーフェクト」⑤「状態の持続」⑥「単なる心理状態」。⑦
は「以上の 6 種類の意味と関係ないもの」とする。
　本稿は上述のテイタのアスペクト的意味に基づいて、テイタの意味の使用数を次の表 4
にまとめた。3
表 4　『あした来る人』におけるテイタの意味の使用数と使用率
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 合計
使用数 40 59 8 47 69 13 52 3 ） 288
使用率 14% 20% 3 % 16% 24% 5 % 18% 100%
　表 4 に示されるように、⑤「状態の持続」（24％）の使用率が一番高い。②「変化の結
果の持続」（20％）が続いて、④「パーフェクト」（16％）と①「動作の持続」（14％）が
そのあとに続く。また、⑦「以上の 6 種類の意味と関係ないもの」の中には心理活動に関
するテイタの文が29例あり、56％の比率を占めている。「単なる心理状態」の数と合わせ
ると、42例になり、15％もの使用率があることがわかる。状態や心理活動を描く動詞が多
く使われているのは、おそらく心理描写や情景描写が小説にとって一番重要で不可欠な要
素であることが原因ではないかと思われる。
　日本語教育の現場では、「ている」と「ていた」という二つの形式が統一的にテイルと
3 ）　できるかぎり判断してみたが、うまく理解できず、どのように処理すべきかわからない文が多くあ
ることも否定できない。たとえば、
（1）これは、地方で百貨店を経営している青年で、なかなかやり手だが、金がつまっているので、梶に
一枚加わってもらい、梶の顔で他から金を引き出そうという虫のいい了見を持っていた。
（2）克平は､銀座界隈で､たとえ小さくても､これだけの店を持つのは､少しばかりの金でないことを知っ
ていた｡
（3）克平が乗っている飛行機であるかどうか判らなかったが､とにかく､彼女は飛行機が定時に出発した
ものとして､その時刻に聞えて来た爆音を克平たちの飛行機のそれとして聞いたのであった｡その爆音が､
そのまま､まだ杏子の耳には聞えていた｡
（4）彼だけが構わない服装をしていた｡ワイシャツも他の人ほど白く光っていなかったが､そんなところ
が､ふしぎに少しも彼を不潔には見せていなかった｡曾根は多少場違いの感はあったが､落着いて見えて
いた｡
などが挙げられる。
また、文脈がなく、判断しにくい文もある。
（5）｢そんなになっていたかな｣
（6）「売っていた。どんなところか行ってみよう」
などが挙げられる。
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いう形で表記され、「動作の進行」と「結果の残存」をテイルの主な二つのアスペクト的
意味として学習者に教えている。この二つの意味がわかりやすいことは確かだが、実際の
例文をみると、判断に迷うところが多いだろう。今回の調査結果をみると、テイタには
「過去における動作の持続」（上述の「動作の進行」の意味に類似）と「過去における変化
の結果の持続」（上述の「結果の残存」の意味に類似）との二つの意味があるが、使用率
から見れば、テイタの「状態の持続」と「パーフェクト」の意味も負けず劣らずよく使わ
れていることがわかった。従って、日本語教育現場では「状態の持続」と「パーフェク
ト」の意味もまた同様に重要視すべきではないかと考えられる。
　また、⑦「以上の 6 種類の意味と関係ないもの」という文が52例にも達し、これらのテ
イタのアスペクト的意味はまだ解明されていないといえよう。テイタのアスペクト的意味
についてはまだ研究の余地が残っていると思われる。
　調べた用例について、『あした来る人』によく出てくる動詞は次のようなものである。
　立つ（20）、なる（22）、坐る（9）、感じる（8）、言う（8）、持つ（7）、考える（6）、聞
こえる（6）、待つ（6）、知る（5）、思う（5）見える（4）、黙る（4）、違う（4）、走る
（4）、来る（3）、見る（3）、消える（3）、映る（3）
3.5　まとめ
　以上は小説に出てくるテイタの意味を調査し、テイタがどのように使われたかを見た。
よく知られている「動作の進行」（本稿における「動作の継続」）と「結果の残存」（本稿
における「変化の結果の持続」）の意味に加え、「状態の持続」と「パーフェクト」の意味
もよく使われていることがわかってきた。
4　文脈からの影響
　山田小枝（1984：148）は「ふつうは、動詞のアスペクト意味が文脈の中で他の要素と
相互干渉を起こし、そこから文アスペクトが定まると考えられている」と述べている。
　また、伊坂淳一（1997：133）も「文中や文脈に付加的な要素が加わると、他方の意味
になることがある」と述べている。たとえば、「登ル」は主体動き動詞で、「落チル」は主
体変化動詞である。
　（56） a　太郎ははしごを登っている。（進行） （伊坂淳一（1997：133））
 b　太郎は台の上に登っている。（結果） （伊坂淳一（1997：133））
　（57） a　木の葉がひらひらと落ちている。（進行） （伊坂淳一（1997：133））
 b　木の葉が庭一面に落ちている。（結果） （伊坂淳一（1997：133））
　以上の二つの例は、動作動詞であれ、変化動詞であれ、文中や文脈に条件が加わると、
テイルの意味が変わることを証明できるといえよう。
　文脈からの影響については、藤井正（1976）、高橋太郎他（2005）、工藤真由美（1995）、
三原健一（1997）、吉川武時（1976）などの先行研究でも触れている。本稿ではテイタの
意味の考察を通して、文脈の重要さもわかってくる。たとえば、「立つ」を例にすると、
　（58）梶大助は先きに来てそこに立っていた｡手には何も持っていなかった｡
　（59）杏子は､しかし､妙に部屋へはいって行けない気持で､なおもそこに立っていた｡
　（60）振り返ると､大学の工学部の教授の三村明が立っていた｡
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　（58）の「立っていた」は「立つ」という変化が起きたあとに残されている「変化の結
果の持続」を表す一方、（59）は杏子は「立っていた」前に、ずっと「たつ」という状態
を維持していて、ただ状態の維持で、「状態の持続」の意味を表す。「なおも」が付け加わ
ることがこの意味を検証していると思われる。さらに、（60）は「振り返ると」によって、
「立つ」がすでに完了しその効力が「振り返る」まで続いていたという「パーフェクト」
の意味を表している。以上からも文脈がどのように動詞の意味に影響を与えたのかを窺う
ことができるといえよう。
5　まとめと今後の課題
　本稿ではまず、先行研究を踏まえて、テイタの意味を改めて整理し、「過去における動
作の持続」「過去における変化の結果の持続」「反復」「過去パーフェクト」「過去における
状態の持続」「単なる心理状態」「反実仮想」「発見」「想起」など 9 種類に分けた。そし
て、『あした来る人』を調査対象として、テイタのアスペクト的意味（つまり、「動作の持
続」「変化の結果の持続」「反復」「パーフェクト」「状態の持続」「心理状態」 6 種類のこ
とをさす）を中心に、それぞれの使用率を調査してみた。考察の結果として、よく知られ
ている「動作の進行」（本稿では「動作の継続」という）と「結果の残存」（本稿では「変
化の結果の持続」という）の意味より、テイタが「状態の持続」と「パーフェクト」の意
味にもよく使われていることがわかった。また、文脈が文の理解にとって不可欠であるこ
ともわかってきた。
　今回の用例調査分析を通してテイタの意味への理解を深めたが、例文の判断に迷うとこ
ろも多く、考え不足や研究が足りない部分もたくさんあると反省している。そして、本稿
ではテイタの意味を、アスペクトの角度に偏って分析したが、テンス、ムードのことはあ
まり分析していない。そしてテイタの意味を分類する際、テイルとのアスペクト的な違い
はまだ完全に解明されていないが、アスペクトの意味ではテイタがテイルとの区別がある
ことを窺うことができることから、テイタが単純にテイルの過去形ではないことは明確で
ある。さらに、「アスペクトに関しては、正誤の判断が微妙で、研究すべきことがたくさ
ん残っている。」（明治書院企画編集部（1997：36））と言っているように、まさにそのと
おりだと実感している。
　今後の課題として以下のことが挙げられる。
　まず、判断に迷う文が多くあり、それらの意味はどのように理解すべきなのか、今後続
けて観察していく。また、今回は文末におけるテイタの意味だけを見たが、文中に出てく
る場合の意味は文末に出てくる場合の意味と違うのか、またどう違うのかまだ考察してい
ないので、今後の課題とする。
　そして、テイタのアスペクト的意味の分類から見ると、テイタの意味に関しては動詞の
語彙的意味とも深く関連するのではないかと予想される。今後、動詞の語彙的意味との関
係についての研究も必要となってくる。　
　また、少し触れたが、確かにテイタとテイルは「持続（継続）」という意味で共通性を
持ち、テイタとタは「過去」という意味で共通性を持つが、テイタの意味は「過去におけ
る持続」という意味だけを表すのではないと思われる。そこで、テイタがどんなところで
テイルやタの意味と区別できるのか、今後の課題としたい。その区別が分かれば、教育上
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においても役に立つのではないかと思う。今後、質、量ともに充実した資料による考察の
上でさらなる研究が必要だと思われる。
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